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2水稲・麦の共済報告

蓬
田
村
農
業
共
済
組
合
（
小
鹿

賢
逸
組
合
長
）
で

、
五
十
四
年
産

水
稲
共
済
の
災
害
減
収
を
十
月
中

に
こ
と
ご
と
く
調
査
（
災
害
田
全

筆
調

査

）
、
組

合
抜

き
取

り
調

査

（
各

地
区

十
筆

程
度

坪
刈

り

実
測

調
査

し

て
、
地
区

間

の
均
衡

調

整
）

を

行

い
、

被
害

農
家

戸
数

六
〇

五

戸

（

全

組

合

員

薮

）
、

共

済

減

収

量
二

六
二

、
〇

七
五

に昭
、
支

払

予

定

、

共

済
金

七

三

、
六
四

三

、
〇
〇
〇

余
円

、

面

積

被

害

率

九

七

・
五

％

、

村

管

内

の

作

況

指

数

七

四

・

九

％

の
引

き

受

け

に

対

し

六

・
四

％

の

減

収

串

と

し

て

組

合

損

害

評

価

会

に

諮

問

し

九

と

こ

ろ

、

原

案

通

り

答

申

さ

れ

九

。

早

速

、

十

月

三

十

日

の

理

事

会

に

報

告

し

た

と

こ

ろ

承

認

さ

れ

た

の

で

、

県

農

共

連

合

会

に

申

請

（
報

告

）

し
ま

し

た

。
連

合

会

に

お

い

て

組

合

当

初

評

価

高

共

済

減

収

量

の

一

八

％

程

度

の

修

正

を

さ

れ

九

。

更

に

五

十

四

年

は

異

常

災

害

（

支

払

共

済

金

三

千

五

百

六

十

余

万

円

を

超

え

た

場

合

）
で

あ

る

た

め

、

最

終
的

に

は

農

林

水

産

省

の

査

定

の

結

果

、

農

家

戸

数

六

〇

戸

被

害

面

積

一
〇

、
七

七

〇

ａ

、

共

済

減

収
量

六
二

、
七
二

五

㎏

の

削

減

、

単

当

り

修

正

量
で

プ

ラ

ス

七

㎏

の

修

正

量

の
指

示

が

な

さ

れ

た

。

十

二

月

十

日

の
損

害

評

価

会

に

削

減

（

被

害

戸

数

カ

ッ

ト

案

）

修

正

案

を

諮

問

し
た

と

こ

ろ

、

被

害

農

家

戸

数

削

減

は

認

定

で

き

な

い
、

共

済

減

収

量

の

修

正

は

や

む

を

得

な

い

と

な

っ

た

。

こ

の

条

件

答

申

に

基

づ

い

て

、

組

合

当

局

で

は

連

合

会

と

再

三

の

事

務

的

協

議

を

重

ね

九

。

基

本

的

に

は

評

価

会

の
意

見

を

尊

重

し

て

全

組

合

員

農

家

に

共

済

金

を

支

払

い

、

そ
の
修

正

は

組

合

当

初

評

価

高

に

よ

る

、

各

組

合
員
農
家
毎
の
単
当

り
共
済
減
収
量
に
対

し
加
重
修
正
方
法
に

よ
り
修
正
し
、
所
定

の
計
算
方
式
に
よ
り

算
出
さ
れ
た
修
正
率

を
共
済
減
収
量
に
乗

じ

て
得
た
数
値
を
、

最
終
認
定
共
済
減
収

量
ｙ

す
る
事
と
し
友

十
二
月
十
四
日
に

損
害
評
価
会
を
開
催

し
、
各
委
員
か
ら
い

ろ
い
ろ
意
見
が
出
さ

れ

た

が

、

原

案

通

り

「
答

申

さ
れ

次

の
通

り
」

認

定

さ

れ

た

。

十

二

月

二

十

一

日

付

け

に

て

、

全

農

家

に

水

稲

共

済

金

が

支

払

わ

れ

た

。

（
農

協

預

金

口

座

振

込

）

被

害

農

家

数

六

〇

亜

尸
、

共

済

減

収

量

一
九

九

、
三

五

〇

しにｔ
、

支

払

共

済

金

五

六

、

〇

一

七

、
三

五

〇

円

、

作

況

指

数

七

六

・

一

％

の

引

き

受

け

に

対

し

て

五

・
九

％

の

減

収

率
で

、

組

合

当

初

評

価

高

に

対

し

て

最

終

評

価

認

定

高

は

、

七

六

％

の

歩

留

ま

り

と

な

っ
た

。

( 各地区毎の引受状況及び損害評価高)

∧
引　　　　　受 組　合　 当　 初　 評　 価　 高 組 合 最 終 決 定 評 価 高

面　積 引受収量 共済金額 被害戸数 共済減収量 支払予定共済金 面積率
減収率

被害
戸数

共済減収量．支払決定共済金 減収率
作　況

中　 沢
a

15,383
K

683,026
円

191,930,306
戸
79

K
30,312

円
8,517,672 100 %

4.44

－尸

79
K

21,230
円

5,965,630 3.9 %
77.5

長　 科 16,204 710,187 199,562,547 78 34,846 9,791,726 98.95
4.91 78 25,314 7,113,234 4.4

77.1

阿弥陀川 14,273 612,181 172,022,861 100 34,395 9,664,995 96.95
5.62 100 25,868 7,268,908 5.1

76.6

蓬　 田
16,502 719,801 202,264,081 96 39,897 11,211,057 97.15

5.54 96 29,699 8,345,419 5.176.7

郷　 沢 8,460 359,086 100,903,166 49 29,138 8,187,778 93.84
8.11 49 22,713 6,382,353 7.574.9

瀬辺地 9,587 404,227 113.587,787 69 34,634 9,732,154 94.84
8.57 69 27,089 7,612,009 7.974.6

広　 瀬
8,049 334,976 94,128,256 94 32,648 9､174,088 39.39

9.75 94 26,256 7,377,936 9.273.7

高　根 6,357 263,801 74,128,081 40 26,205 7,363,605 97.01
9.93 40 21,181 5,951,861 9.4

73.6

計
a

94,815
K

4,087,285

円

1,148,527,085

戸
605

K
262,075

円
73,643,075 97.54%

6.41
戸

605
K

199,350
円

56,017,350 5.9
％

76.1

五
十
四
年
産
水
稲
共
済
報
告
　
　
　
　
　
　
　
　

水
稲
共
済
金
五
千
六
百
余
万
円
　



水稲・麦の共済報告凭

昭
和
五
十
四
年
産
の
水
稲
作
柄

を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
五
月
末

か
ら
六
月
に
か
け
て
は
高
温
に
よ

り
経
過
し
た
が
、
全
般
的
に
は
低

温
が
続
き
、
こ
の
低
温
を
本
村
管

内
も
も
ろ
に
受
け
障
害
型
冷
害
と

な
っ
た
。

本
村
水
稲
共
済
関
係
で

も
品
種

に
格
差
が
生
じ

て
い
る
も
の
の
、

特
に
ハ
マ
ア
サ
ヒ
、
ア
キ
ヒ
カ
リ

が
七
月
中
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
か

け
て
の
低
温
障
害
で
不
稔
障
害
が

発
生
し
た
。
ハ
マ
ア
サ
ヒ
、
ア
キ

ヒ

カ
リ
の
作
付
率
が
多
い
本
村
で

は
、
か
な
り
の
減
収
と
な
り
異
常

災
害
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
村
農
業
共
済
組
貪
で

は
、
昭
和
五
十
二
年
産
水
稲
共
済

引
き
受
け
よ
り
農
家
単
位
半
相
殺

方
式
を
兼
用
し
て
い
る
の
で

、
全

農
家
に
災
害
申
告
を
さ
せ
た
。
各

地
区
毎
に
評
価
班
を
編
成
し
て
、

三
日

く
ら
い
の
日
数
を
か
け
て
全

被
害
田
の
調
査
（
被
害
申
告
の
全

筆
調
査
）
を
行
い
、
前
頁
に
掲
げ

た
表
に
あ
る
当
初
評
価
高
を
ま
と

め
た
。

昭
和
五
十
三
年
か
ら
実
施
さ
れ

た
水
田
利
用
再
編
対
策
に
伴
い
、

転
作
に
よ
リ
作
付
し
た
麦
に
対
す

る
共
済
金
は
、
昨
年
七
月

に
全
調

査
を
行
い
被
害
量
を
ま
と
め
て
当

初
評
価
高
を
定
め
て
連
合
会
に
申

請
し
た
。
九
月
に
連
合
会
の
修
正

認
定
内
示
が
あ
っ
だ
の
で

、
次
の

通
り
最
終
評
価
会
の
答
申
を
得
て

共
済
金
の
支
払
を
行

っ
た
。

尚
、
麦
共
済
に
つ
い
て
は
初
年

度
で

あ
り
、
引
き
受
け
あ
る
い
は

肥
培
管
理
等
に
相
当
問
題
も
あ
っ

た
が
、
や
は
り
異
常
災
害
の
減
収

量
と
な
リ
農
林
水
産
省
の
査
定
を

う
け
た
次
第
で
あ

る
。

◎
水
稲
、
麦
共
済
の
引
き
受
け
契

約
方
式
、
共
済
用
語

の
解
説
、
共

済
金
支
払
計
算
方
法
等
の
共
済
制

度
を
広
報
紙
を
通
し
て
、
普
及
さ

せ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

匸
引　　　　　受 組　 合　 当　 初　 評　 価　 高 組 合 最 終 決 定 評 価 高

面　積 引受 収量 共 済 金 額 被害
戸数

共済減収量 支払予定共済金 被害
戸数

共済減収量 支払決定共済金 減収率

中　 沢
a

596
kg

9,846
円

1,595,052
戸
19

kg
3,853

円
624,186 80.2

％

39.1
戸
19

kg
1,944

円
314,928

％
19.7

長　科 1,379 22,801 3,693,762 46 8,522 1,380,564 62.4
37.4 46 5,101 826,362 22.4

阿弥陀川 1,018 16,818 2,724,516 36 6,623 1,072,926 63.239.4. 36 3,927 636,174 23.3

蓬　 田
592 9,781 1,584,522 27 3,846 623,052 87.0

39.3 27 2,868 464,616 29.3

郷　 沢 54 892 144,504 ３ 352 57,024 87.0
39.5 ３ 198 32,076 22.2

瀬 辺地 393 6,494 1,052,028 14 2,547 412,614 52.2
39.2

14 1,339 216,918 20.6

広　 瀬 一 - 一 - - - - - - - -

高　 根 - - - - 一 - - - - - -

計
a

4,032
㎏

66,632

円

10,794,384

戸
145

､kg
25,743

,円
4,170,366 68.2

％

38.6

戸
145

kg
15,377

円
2,491,074

％
23.1

五
十
四
年
産
麦
共
済
金
は
二
百
四
十
九
万

円

作
年
の
水
稲
作
柄
を
ふ
り
か
え
っ
て

国
民
年
金
の
特
例
納
付
の
受
け
付
け

は
今
年
の
六
月
に
打
ち
切
ら
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
未
加
入
の
人

や
、
加
入
し
て
い
て
も
保
険
料
の
納
め

忘
れ
期
間
が
あ
る
た
め
に
、
年
金

の
受

給
資
格
を
失
な
っ
た
人
な
ど
に
つ
い
て
、

五
十
三
年
の
七
月
か
ら
今
年
の
六
月
末

日
毒
で
の
二
年
間
に
限
っ
て
、
滞
納
保

険
料
の
納
付
を
認
め
、
年
金
権
を
復
活

さ
せ
よ
う
と
い
う
制
度
で

す
。

特
例
納
付
額
は
月
四
千
円
で

、
期
限

内
な
ら
分
割
納
付
も
で
さ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
国
民
年
金
係

に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

◎
特
例
納
付
に
資
金
貸
付
制
度

県
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
る

世
帯
更
生
資
金
貸
付
の
な
か
の
、
福
祉

資
金
の
幅
を
広
げ
て
実
施
し
て
い
る
も

の
で

、
特
例
納
付
に
要
す
る
額
の
二
分

の
一
以
内
で

、
最
高
が
二
十
五
万
円
で

す
。六

ヵ
月
以
内

の
据
え
置
き
期
間
後
、

三
年
以
内
に
返
済
す
れ
ば
よ
く
、
年
利

率
は
三
％
（
据
え
置
き
期
間
中
は
無
利

子
）
と
な
っ
て
い
よ
す
が
、
こ
の
貸
付

を
受
け
る
た
め
に
は
、
保
証
人
一
名
が

必
要
で

す
。

◎
国
民
年
金
の
特
例
納
付

期
限
迫

る



４寄稿 ・ ク リク リ坊主

「
団
結
そ
し
て
飛
翔
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
た
蓬
中
祭
に
引
き

続
い
て
、
小
学
校
の
学
芸
発
表
会

が
十
月
四
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
一
つ
に
よ
く

も
こ
れ
程
う
ま
く
上
手
に
し
か
も

立
派
に
て

さ
る
も
の
だ
と
感
嘆
し

、

時
に
は
笑
い
を
呼
ん
で
家
族
も
真

剣
に
な
っ
て
息
ず
ま
る
よ
う
に
嘆

賞
し
一
緒
に
見
さ
し
て
頂
さ
ま
し

た
。今

更
ら
の

よ
う
に
、

そ
の
中
か

ら
教
え
ら
れ
見
直
さ
ざ
る
を
得
な

い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
前
日

の
蓬
中
祭
の
自
主
的
な
演
技
や
作

品
も
立
派
で

、
一
年
毎
に
そ
の
進

歩
の
程
に
目
を
み
は
る
も
の
が
あ

り
、
頼
も
し
く
も
力
強
く
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

ふ
っ

と
気

が

つ
い

て
み

る
と

、

小

学
生

の
低

学
年

に

も
み

ら
れ

る

が

上

の
五

、
六

年
生

に
な

る
と

、

ク
リ

ク
リ

坊
主

の
頭
が

意
外

に
多

く
七

、
八

割

奥
で
か

ク
リ

ク
リ

つ

と
可
愛

い
頭

に

し
て

い

る
の
に
び

っ

く
り
し

ま
し

た

。

校

訓

の
「
明

る
く
強

く
考
え

る

子
」

が

、
一

つ
一

つ
の
演

技
の

中

に

も
こ

う
し
た

こ
と

が
生

き

て
そ

の
ま
ま
表
現
さ
れ
て
、
気
持
よ
く
整

然
と
し
た
中
に
、
こ
の
ク
リ
ク
リ

坊

主

頭
が

一
層

さ
わ

や
か
で

、

気
持

よ

く
心
に

響

く

も
の
か

お

る
の
で

は

な
い
か

と
思

い

ま
し

た

。

あ

と
で

校
長

先
生

か

ら
伺

い
ま

し

た
が

、
学

校
で

は
「

い
い
頭

こ

だ

な
あ
」

と

ぼ
め

て
は

い

る
か

、

決

し
て

強
制

し
て

い

る
の
で

は
な

い

と
の

こ
と

、
ま

た
練

習

も
一
週

間
で

今
日

の
演
技

に
至

っ
て

い

る

と

の
こ

と
で

す

。
自
分

達
の
頃

は

確

か

１
ヵ
月

近

く
も
練

習
し

た
よ

う

に
記

憶
さ

れ

、
あ

ら
た
め

て
び

２等陸・海・空士

募集の お知らせ

○応募資格

(1)18歳以上25歳未満の男女

(2冲卒程度以上の学力を有

する者

○募集期間

昭和55年１月１日から同年

３月31日まで

○試験期日

募集期間中随時行います。

(受付け時に通知します)

○試験場

青森市長島４丁目23―20

青森募集事務所

つ
く

り
さ

廿
ら
れ

ま
し

た

。

こ

れ
も

み
な
校
長

先

生

は
目
）め

諸
先

生

方

の
日
夜

た
ゆ

ま
ぬ

教
育

の
成
果

が
あ
ら
わ

れ
て

い

る
の
で

は
な

い
か

と
、
一
層

感

謝

の
念
を

強
く

さ
せ

ら
れ
ま

し
た

。

そ
れ

と

共

に

ク
リ

ク
リ

坊
主

が

こ
ん

な
に

多

い

の
も

、
Ｐ

Ｔ
Ａ

や

家
庭

の
躾

も
世
の

風
潮

の
乱

れ
が

ち
な

こ
の

頃

、
こ

れ
で

は
駄
目

だ

と
感
じ

と

つ
て
の
こ
う
し
た
一
つ
の
流
れ
が

で

て
さ
九
こ
と
な
の
か
と
も
思

い
、

よ
く
気
を
つ
け
て
い
な
い
の
で
他

の
学
校
も
み
ん
な
こ
ん
な
風
に
な

っ
て
い
る
の
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
に
気
付
い
て
い
な
か
っ

た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ク
リ

ク
リ
坊
主
の
頭
の
清
潔
感
あ

ふ
れ

る
さ
わ
や
か
き
に
、
蓬
田
小
の
児

童
が
他
の
学
校
に
く
ら
べ

て
多
い

こ
と
で

し
た
ら
、
ほ
ん
と
う
に
よ

ろ
こ
ぱ
し
い
限
り
で

あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
家
庭
も
学
校
も

い
っ
し
よ
に
な
っ
で
よ
い
こ
と
は

一
つ
一
つ
伸
ば
し
て
い
っ
て
、
よ

い
村
づ
く
り
の
土
台
を
築
い
て

ぽ

し
い
も
の
と
う
れ
し
く
な
っ
て
、

一
人
一
人
「
い
い
頭
こ
だ
な
あ
」

と
撫
で

て
や
り
た
い
ほ
ほ
え
ま
し

い
気
持
ち
で
ペ
ン
を
と
り
ま
し
九
。

厚
生
大
臣
賞

国
民
年
金
法
は
昭
和
五
十
四
年

十
一
月
一
日
で
二

十
周
年
を
迎
え
、

昨
年
十
一
月
一
日
東
京
日
比
谷
公

会
堂
に
内
閣
総
理
大
臣
（
代
理
）
、

参
議
院
議
長
を
は
じ
め
と
し
て
全

国
か
ら
二

、
〇
〇
〇
名
が
集
り
、
記

念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
式
典
に
お
い
て
、
蓬
田
村

は
国
民
年
金
制
度
に
功
績
が
あ
っ

た
市
町
村
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

寄
稿
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ク
リ
ク
リ
防
主
　
　
　
　
　

久
慈
登
世
雄

国
民
年
金
法
施
行

二
寿
周
年
式
典
で

表
彰
さ
れ
る



い せ き・遺 跡
５

蓬
田
村
に
は
城
址
が
三

つ
あ
る
。

一
つ
は
標
題
の
蓬
田
城
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
阿
弥
陀
川
に
あ

る
小

館
で
あ

る
。
他
の
一
つ
は
㈲
辺
地

城
で
あ

る
。
そ
れ
は
蓬
田
城
を
守

る
か
の
よ
う
に
、
北
と
圉
に
お
か

れ
て
あ

る
。

阿
弥
陀
川
に
あ
る
城
址
は
、
八

戸
倉
助
氏
と
森
千
代
吉
氏
が
所
有

者
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
城
址
に

は
二

つ
の
空
擺
か
お
り
、
阿
弥
陀

川
を
有
効
に
使
っ
て
、
土
塁
が
築

か
れ
て
い
る
。

平
安
時
代
に
は
、
小
館
野
全
域

が
集
落
七
あ
っ
九
。
蓬
田
小
学
校

敷
地
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
昔
の
集

落
の
あ
と
匸

あ
る
。

八
戸
倉
助
氏
所
有
の
畑
か
ら
、

擦
文
土
器
を
見
つ
け
だ
の
は
、
あ

九
リ
に
雪
も
残
っ
て
い
る
春
の
ま

だ
早
い
頃
寸
あ
る
。

私
は
擦
文
式
土
器
が
で

て
く
る

と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

す
ぐ
に
写
真
を
撮
リ
、
早
稲
田
大

学
の
桜
井
教
授
に
送
っ
て
や
っ
左
。

や
が
て
、
そ
の
土
器
は
重
号
で

あ

る
こ
と
と
、
下
調
べ
に
く
る
と

い
う
旨
を
伝
え
九
返
事
が
き
九
。

な
ゼ
重
要
て
あ
る
か
と
い
う
と
、

古
代
史
の
論
争
の
中
心
に
な
る
蝦

夷
そ
の
も
の
が
使
っ
た
土
器
と
さ

れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

そ
の
日
、
日
本
考
古
学
会
会
長

桜
井
清
彦
早
稲
田
大
学
教
授
と
県

文
化
課
の
北
林
氏
が
蓬
田
村
に
来

ら
れ
左
。
小
松
作
十
郎
氏
が
乗
用

車
を
と
し
て
、
私
と
て

村
内
の
遺

跡
と
小
館
遺
跡
を
案
内
し
か
。
先

生
は
、
八
戸
貪
助
氏
の
畑
を
見
て
、

そ
れ
が
城
址
だ
っ
た
の
で

驚
か
れ

た
。
さ
ら
に
擦
文
式
土
器
と
城
址

と
い
う
こ
と
匸

、
重
要
性
を
再
確

認
さ
れ
九
。

東
京
に
帰
ら
れ
左
先
生
は
、
さ

っ
そ
く
発
掘
の
凖
備
に
と
り
か
か

っ
こ

。
重
要
な
遺
跡
な
の
で

、
北

奥
の
研
究
者
が
合
同
で

調
査
す
る（日本考古学会会長桜井清彦早稲田大学教授を囲んで。

擦文土器を持っているのが遺跡所有者八戸倉助氏　
）

こ
と
に
な
っ
左
。
早
稲
田
大
学
の

桜
井
教
授
、
菊
地
先
生
、
藤
川
先

生
を
中
心
に
、
札
幌
大
学
の
石
附

先
生
、
地
元
研
究
者
の
北
林
氏
、

橘
氏
、
北
上
郷
土
博
物
館
の
本
堂

氏
、
函
館
博
物
館
の
千
代
氏
等
分

参
加
し
九
。

発
掘
現
場
は
お
祭
り
さ
わ
ざ
匸

あ

る
。
三

十
人
も
の
人
分
参
加
し
、

北
奥
の
考
古
学
者
が

Ｉ
同
に
集
う

と
い
う
匸
と
は
な
か
な
か
か
し
こ

と
て

あ
る
。

蓬
田
村
の
遺
跡
を
発
狃
し
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
の
が
、
量
言
頃

の
私
の
願
い
寸
あ
っ
九
。
そ
れ
が

ふ
と
し
九
匸
と
が
ら
現
実
に
な
っ

た
の
で

あ
る
。

｢かまどを伴った住居址。時代は平安時代である。｣

蓬
田
城
址
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

訪
ね
て
　
　
　
　
倉
谷
弘
孝
　
　
　
　
　
　

発
掘
さ
れ
た
小
館
城



６
特別寄稿

吉田竜一（中沢）

私
は
、
青
森
県
農
業
青
年
海
外

派
遣
研
修
団
の

匸
貝
と
し
て
、
九

月
六
日
か
ら
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ラ

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
、
西

ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
六

力
国
の

農
業
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。
訪

れ
た
各
国
そ
れ
ぞ
れ
に
大
変
感
銘

を
受
け
、
い
ろ
い
ろ
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
と
り
わ
け
イ
タ
リ

ア
の

稲
作
に
つ
い
て
は
、
深
く
心
に
残

っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
一
行
の
海
外
研
修
も
日

程
を
半
分
位
消
化
し
、
フ
ラ
ン
ス

か
ら
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
に
着
い

た
の
は
ち
ょ
う
ど
真
夜
中
で

し
た
。

翌
朝
、
私
た
ち
は
イ
タ
リ
ア
の

稲
作
を
見
学
す
る
た
め
に
、
ホ
テ

ル
か
ら
バ
ス
で
ベ
リ
チ
ェ
リ
州
は

ノ
バ
ラ
地
方
の
ド
ッ
ト
ピ
カ
ー
ル

氏
宅
に
向
い
ま
し
た
。
ノ
バ
ラ
地

方
は
映
画
「
に
が
い
米
」
の
舞
台

と
な
っ
た
と
こ
ろ
で

、
イ
タ
リ
ア

北
部
ポ
ー
川
に
潤
さ
れ
た
ロ
ン
バ

ル
ジ
ア
平
野
の
い
っ
か
く
に
あ
る
。

年
間
の
降
水
量
は
八
五
〇
ミ
リ
か

ら
九
〇
〇
ミ
リ
で

、
年
間
の
平
均

気
温
は
一
八
度
か
ら
二
〇
度
の
温

暖
な
地
方
で

あ
る
。
土
壌
は
粘
土

質
の
多
い
所
て
稲
作
に
適
し
、
ま

る
で

日
本
に
い
る
よ
う
な
錯
覚
に

陥
る
。
見
渡
す
限
り
黄
金
色
に
実

っ
た
稲
穂
が
、
風
に
吹
か
れ
て
右

に
左
に
ゆ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
た
ピ

カ

ー
ル
氏
宅
は
、
稲
作
専
業
農
家
で

経
営
耕
作
面
積
は
約
五
〇
ヘ
ク
タ

Ｉ
ル
で

、
こ
の
地
方
で

は
中
農
に

は
い
る
。
ピ
カ
ー
ル
氏
の
水
田
に

は
青
森
県
の
レ
イ
メ
イ
が
作
付
け

さ
れ
て
お
り
、
青
森
県
の
専
門
家

が
視
察
に
来

る
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

播
種
は
四
月
下
旬
に
行
わ
れ
、

四
日
か
ら
五
日
位
水
に
浸
し
た
籾

を

Ｉ
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
約
一
八
〇

牛
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
二
〇
〇
牛
ロ
グ

ラ
ム
を
、
コ
ン
バ
イ
ン
を
使
っ
て

播
種
す
る
。
播
種
に
コ
ン
バ
イ
ン

を
使
う
と
通
訳
か
ら
聞

い
た
時
、

私
た
ち
は
解
っ
九
よ
う
な
解
ら
な

い
よ
う
な
一
瞬
牛
ヨ
ト
ン
と
し
た
。

し
か
し
、
播
種
機
が
ア
タ
ッ
テ
と

し
て
コ
ン
バ
イ
ン
に
付
く
と
聞
い

て
納
得
し
た
。

施
肥
は
日
本
と
同
様
七
〇
パ
ー

セ
ン
ト
は
基
肥
で

、
三
〇
パ
ー
セ

ン
ト
は
天
候
に
よ
り
施
肥
し
た
り

し
な
か
っ
た
り
で
あ
る
。

除
草
剤
は
ク
サ
ト
ー
ル
が
主
で

、

水
田
の
所

々
は
除
草
剤
の
被
害
を

受
け
て
稲
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
病
害
虫
防
除
は
ほ
と
ん
ど

行
わ
れ
て
い
な
い
。
私
た
ち
に
は

イ
モ
テ
病
に
見
え
る
が
（
イ
モ
チ

病
は
最
近
非
常
に
多
く
発
生
し
て

い
る
と
の
事
）
、
天
候
に

よ

る
も

の
で

あ
る
と
し
て
案
外
苦
に
し
て

い
な
い
の
は
、
耕
作
面
積
の
違
い

か
ら
だ
ろ
う
か
？

。

収
穫
は
九
月
下
旬
か
ら

Ｉ
〇
月

中
旬
に
か
け
て
行
わ
れ
、
収
穫
し

た
籾
は
す
ぐ
に
大
型
の
乾
燥
機
に

入
れ
る
。
乾
燥
機
は
床
に
籾
を
あ

げ
て
下
か
ら
大
型
の
扇
風
機
が
熱

風
を
送
る
旧
式
の
も
の
で

あ
る
。

イ
タ
リ
ア
の
主
力
品
懦
で
あ

る

イ
タ
リ
ア
ノ
の
収
量
は
、
籾
収
量

で
Ｉ
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
六
ト
ン
か

ら
ハ

ト
ン
で
あ

る
が
、
玄
米
に
す

る
と
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
三
〇

八
－

セ
ン
ト
は
減
っ
て
、
反
当
り

四
五
〇
牛
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
四
八
〇

牛
ロ
グ
ラ
ム
が
よ
い
と
こ
ろ
で

あ

る
。
日
本
の
品
種
で

あ
る
レ
イ
メ

イ
の
収
量
は
イ
タ
リ
ア
ノ
よ
リ
若

干
少
な
い
と
の
事
で

あ
る
が
、
私

た
ち
は
せ
い
ぜ
い
五
俵
が
よ
い
と

こ
ろ
で
あ

る
と
み
た
。
し
か
し
、

大
部
分
が
一
等
米
と
の
事
で

あ
る
。

イ
タ
リ
ア
の
品
種
と
比
較
す
る
と

籾
数
は
少
な
く
、
籾
の
大
き
さ
は

三
分
の
二
位
で
非
常
に
小
粒
に
見

え
る
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

ピ
カ
ー
ル
氏
は
こ
れ
か
ら
も
青
森

県
の
良
い
品
種
は
、
植
え
て
い
き

た
い
と
の
事
で

あ
る
。

イタリアの
稲作を見て



レ

イ
メ

イ
を

含
め

て
ピ

カ
ー
ル

氏
宅
で

生

産
さ

れ
九
米

の
大

部
分

は

、
自
国

の
人

た
ち

の

囗
に
は
入

ら
ず

、
日

本
人

の
観

光
客
向

け

に

さ

れ
て

い
る
と

の
事
で

し

た

。
日

伊
興

産
と

い

う
日
本

食
専

門
の
レ

ス
ト

ラ
ン

と
の
契

約

栽
培
を

し

て

い

る
。
（

例
日

本
人

観
光

客
向

け

と
し

て

、
サ

シ
ミ
定

食
一
五

、
〇

〇

〇
円

か

ら
二

〇

、
〇

〇
〇
円

）

米

は
生

産
者

か

ら

Ｉ
〇

〇
キ

ロ

グ

ラ
ム

約
三
万

リ

ラ
（
約

一
〇

、二

〇
〇

円

）
で

買

い

、
加
工

精
米

さ

れ
て
消

費
者

に
売

る
時

は
約
八
万

リ

ラ
（

約
二

七
、
二
〇
〇
円

）
と
な

り
、
日
本
と
余
り
変
ら
な
い
。

イ

タ
リ

ア
の
農

家
の

年
間
所

得

は
南
部
で

Ｉ
〇
〇
万
リ
ラ
（
約
三

四
万
円

）、
北
部
は
二

〇
〇
万
リ

ラ
（
約
六
八
万
円

）
か
ら
二
五
〇

万
リ
ラ
（
約
八
五
万
円
匸
て
あ
る
。

米
の
消
費
量
に
よ
っ
て
そ
の
家
の

生
活
水
準
が
解
る
と
の
事
で

あ

る
。

米
は
食
べ

た
い
け
れ
ど

も
、
ク
リ

ス
マ
ス
、
正
月
以
外
食
べ
る
事
が

で
さ
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。

イ
タ
リ
ア
の
米
作
り
の
現
状
を

聞
き
、
日
本
で

は
米
が
大
量
に
余

っ
て
い
る
の
と
対
比
す
る
と
何
か

し
ら
す
っ
き
り
し
な
い
気
持
ち
に

な

っ
て
く
る
。

イ
タ
リ
ア
の
稲
作
農
家
を
見
学

し
た
わ
け
で

す
が
、
何
か
し
ら
外

国
に
い
る
と
い
う
よ
り
も
日
本
に

い
る
よ
う
な
感
じ

の
一
日
で

し
九
。

ピ
カ
ー
ル
氏
宅
も
私
た
ち
の
見
学

が
終
り
し
だ
い
、
稲
の
収
穫
に
と

り
か
か
る
と
の
事
で

し
た
。

尚
、
イ
タ
リ
ア
の
一
部
の
品
種

は
、
こ
の
春
中
沢
の
農
事
研
究
会

（
藤
田
尚
政
会
長
）
の
圃
場
に
植

え
る
予
定
で

す
。

最
後
に
、
今
回
海
外
研
修
に
参

加
す
る
た
め
に
ご
協
力
し
て
下

さ

っ
た
関
係
者
の
み
な
さ
ん
に
、
深

く
お
礼
申
し
上
け
ま
す
。

イ タリ アの主 力品 種 「イ タリ アノ種 」

贈
与
税
の
申
告
は
二
月
一
日
か

ら
、
所
得
税
の
確
定
申
告
は
二
月

十
六
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
受
付
が
始

リ
、
ど
ち
ら
も
三
月
十
五
日
が
期

限
で

す
。
期
限
間
近
に
な
り
ま
す

と
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で

、
申
告
は
で

さ

る
だ
け
早
く
済

ま
せ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
人
は
①
事
業
を
し

て
い
る
人
な
ど
で

、
昭
和
五
十
四

年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
基
礎
控

除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
よ

り
多
い
人
、
②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で

、

二
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

親
し
い
友
人
や
恩
師
へ

の
は
が

き
…
…
…
…
時
に
は
書
き
損
じ
た
り

す
る
も
の
で

す
。

そ
ん
な
と
き
破
っ
て
捨
て
な
い
で

下
さ
い
。

郵
便
局
で

は
、
書
き
損
じ
た
り
、

汚
し
た
り
、
誤
っ
て
印
刷
し
た
り

し
九
官
製
は
が
さ
な
ど
を
次
の
要

餌
で
新
し
い
も
の
と
交
換
し
て
い

ま
す
。

た
だ
し
、
郵
便
切
手
に
あ
た
る

料
額
印
面
（
は
が
き
の
左
上
に
あ

い

る
人

や
給
与

以
外

の
所

得
が
二

十
万

円
を

超
え

る
人
な
ど
で

す
。

ま
た

、
住
宅

取
得

控
除

な
ど
で

還
付

を

受
け

る
た

め
の
申

告

は
、

一
月
か
ら
す
で

に
受
付
け
て
い
ま

す

。

申

告

書
を
書

く

と
き

に
は

「
申

告

書
の

書
さ

か
た

」
や

「
所
得

税

の

確
定

申
告

の
手
引

き
」

を
参

考

に

し

て
、
申

告
書

の
二
面

か

ら
記

入

す

れ
ば
簡

単
で

す
。

贈
与

税

は
、
昭

和
五

十
四

年
中

に
個

人
か

ら
も
ら

っ

九
財
産

の
価

額

が

六
十
万
円

を

超
え

る
場

合

は

申
告

し
な

け
れ
ば

な

り
ま
せ

ん

。

財
産

の
評

価
額
な

ど

お
分
か

り
に

な
ら

な

い
点
は

、
最
寄

り
の

税

務

署
や

税
務

相
談
室

に

お
尋
ね
下

さ

い

。
る
印
刷
面
）
を
汚
し
た
り
、
傷
つ

け
た
り
し
た
も
の
は
交
換
で

き
ま

せ
ん
。

７ 特別寄稿

○
ご
存
じ
で
す
か

書
き
損
じ
た
は
が
き
新
し

い
も
の
と
交
換
で
き
ま
す

○通常はがさ　１枚につさ３円

○往復はがき　１枚につき６円

〇郵使書簡　　１枚につさ６円
(ミニレター)

書き損じたはがき等の交換手数料

所
得
税
・
贈
与
税
の

申
告
始
る



８わだい

去
る
一
月
七
日
蓬
田
村
労
働
者

協
議
会
（
田
中
勇
三
会
長
）
は
、

安
全
で
明
る
い
就
労
を
し
て
も
ら

お
う
と
健
康
診
断
及
び
定
期
総
会

を
開
き
ま
し
た
。

同
協
議
会
に
は
四
〇
〇
人
の
会

〔元気 で働 く ため に も健康診 断 を〕

故
の
な
い
出
稼
ぎ
を
推
進
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

玉
松
公
民
館
で
行
わ
れ
た
健
康

診
断
、
総
会
に
は
五
〇
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
ま
づ
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
、
血
圧
測
定
や
尿
検
査
を
行
っ

た
後
総
会
に
う
つ
り
ま
し
た
。

田
中
勇
三
会
長
の
挨
拶
の
後
、

森
初
男
村
長
、
坂
本
増
吉
議
会
議

長
、
青
森
公
共
職
業
安
定
所
、
県

出
稼
対
策
室
の
来
賓
倪
辞
の
あ
と

議
事
に
は
い
り
、
前
年
度
の
事
業

報
告
決
算
報
告
が
な
さ
れ
、
新
年

度
の
事
業
計
画
、
予
算
と
と
も
に

全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
事
業
は
県
出
稼
協
会
へ
の

加
入
を
強
力
に
促
進
す
る
こ
と
を

柱
に
、
村
の
広
報
紙
の
送
付
、
健

康
診
断
の
実
施
な
ど
で

す
。

な
お
役
員
は
次
の
と
お
リ
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

▽
　

木
工

科
　
　
　
　

三

〇

名

▽
　

電
気

機

器
科
　
　

二

〇

名

▽

自
動

車
整

備
科
　
　

二

〇

名

訓

練
期

間

は
い
づ

れ

も

１
ヵ
年

○
募

集

期
間

昭
和

五

十
五

年
一

月
十
日

か

ら
三

月
三

十

一
日

毒
で
。
但

し
、

定
員

に
満

た

な

い
場
合

は
四
月

中

も
継

続
募

集

し
ま

す

。

Ｏ
面

接

日
時

第

一
回
目

、
三

月
三

十

一
日

第
二

回
目

、
四

月
三

日

。

い
づ
れ

も
午

前

九
時
で

す
。

Ｏ
受

験

料
及
び

提

出
書
類

受
験

料

は
無

料
で

す

。
提

出
書

類

は
入

校
願

書

、
志
願

者
調

査
書

、

身

体

検
査

書
各

一
通
で

、
安
定

所

又

は
役
場
へ

提

出

し
て
下

さ

い

。

尚

、
願

書
等

の
ご

希
望

の

方
は

役
場
へ

ご

連

絡
下

さ
い

。

Ｏ
選

考
方

法

面
接

等

に
よ

り
行

い
ま

す

。

Ｏ
寄

宿
舎

寮

費

は
月

額

一
七
、
〇
〇
〇
円
（
三

食
付

）
入
寮
維
持
費
一
、〇

〇

〇

円

（

入
寮
時

の

み
）
、

冬

期

間

の

暖
房

費

は
別

途
申

し
受

け
ま

す

。

○
特

典

剛
交

通
機

関

は
学

生
割
引

が

適
用

さ
れ

ま
す

。

㈲
安
定

所
指
示

の

入
校

者
に

は

、

引

続
き

雇
用

保
険

が
訓

練
終
了

時

毒
で
支

給

さ
れ
ま

す

。

㈹
技
能

者
育

成

資
金
の

貸
付

制
度

か

お

り
、
対

象
者

は
月

掴
（

、五
〇

〇

円

～
九

、
六
〇

〇
円

奥
で
の
範
囲

で

貸
付

が
受

け
ら

れ
ま

す

。
（
雇

用

保
険

受

給
者

は
除

く
）

倒

訓
練

用
器
工

具

、
器

材
、

教
材

等

は
貸

与
し

ま
す

。
実

習
負

担
金

は
無
料
で

す
。

入

校
時

経
費

は
教

科
書

、
作

業
服

そ
の
他

の
経

費
と

し
て

概
算
万

年

四
万

～
六
万
円

か

必
要
で

す

。

Ｏ
訓
練

内
容

木
工

科

器
工

具

の
使

用
法

、
各

種
継
手

か

ら
始
ま

り

ダ
ン
ス

、
机
等

の
製

作

技
能

及
び

関

連
知

識
を
学

ぶ

。

電
気

機
器

科

電
気

機

械
器

具
の

構
造
理

解
と
故

障
対

策

、
併
せ

て
電

気
実

験

、
電

気
工

事

等
の
訓

練
を

行

う
。

自
動

車

整
備
科

自

動
車

整
備

に
関

す

る
三

級
整

備

技

術
以
上

の
専

門

学
科
と

、
実

技

は
エ
ン
ジ

ン

、
車

体
等
の

分
解

組

立

、
点

検
調

整
及
び

検
査

法
を

学

ぶ

。詳
し

く
は

、
青

森
総
合

高
等

職

業
訓

練

校
又

は
役
場
へ

お

尋
ね
下

さ

い

。

正
規
の
ル
ー
ト
で
安
全
就
労

員
か
お
り
、
県
内
を
は
じ

め
と
し

て
北
海
道
、
東
北
、
関
東
方
面
で

土
木
工
事
作
業
に
従
事
し
て
い
ま

す
。正

月
休
み
に
は
帰
省
す
る
が
、

職
場
へ
帰
る
前
に
総
会
を
開
き
事

ｏ

会
　
長
田
　
中
　
勇
　
三

〇
副
会
長
工
　
藤
　

匸
一
郎

ｏ

副
会
長
田
　
中
　
金
四
郎

ｏ

会
　
計
有
　
馬
　
岩
　
市

ｏ

理
　
事
藤
　
田
　
喜
勇
一

″
　
″
森
　
藤
　
　
　

代

″
　
よ
至
　
谷
　
春
　
男

″
　
″
武
　
井
　
　
　

武

″
　
″
秋
　
田
　
三
　

蔵

″
　
″
久
保
田
　
由
　
春

監
　
事
高
　
ｍ
　

米
　
雄

″
　
″
小
　
松
　
孝
　
事

″
　
″
柿
　
崎
　
政
　
雄

○
昭
和
五
十
五
年
度

訓
練
生
募
集



わだい

青
　

木
　

紀
美
子

森
　
　
　

千
　

春

小
　

野
　

佳
　

子

Ｏ
佳
　

作
・
中
　

村
　

富
美
子

横
　

山
　

鄒
　

子

福
　

井
　

美
　

子

會
　

谷
　

浩
　

人

福
　

井
　

睦
津
美

▽
中
学
の
部

Ｏ
金
　

賞
・
宮
　

田
　

栄
理
子

Ｏ
銀
　

賞
・
太
　

田
　
　
　

幸

相
　

内
　

園
　

子

〇
銅
　

賞
・
前
　

田
　

千
賀
子

宮
　

田
　

順
　

子

青
　

木
　

弘
　

美

○
佳
　

作
・
越
　

田
　

ひ
と
み

武
　

井
　

春
　

代

▽
一
般

○
金
　

賞
・
前
　

田
　

は
つ
え

Ｏ
銀
　

賞
・
清
　

水
　

幸
　

子

Ｏ
銅
　

賞
・
三
　

上
　

美
恵
子

○
佳
　

作
・
丹
　

藤
　

昭
　

子

下
　

山
　

さ
　

み

福
　

田
　

春
　

美

一
月
七
日
、
約

コ
（

○
名
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
し
て

。
書
さ
ぞ

め
大
会
‘
が
開
か
れ
ま
し
九
。

会
場
で

あ
る
蓬
田
中
学
校
の
体

育
館
で

は
、
普
段
は
お
茶
目
な
子

ど

も
た
ち
も
、
こ
の
時
ば
か
り
は

真
剣
な
面
持
ち
で

筆
を
は
し
ら
廿

て
い
ま
し
九
。

尚
、
各
賞
の
受
賞
者
名
は
、
次

の
通
り
で

す
。

９

書きぞめ

大　会

０ ７
Ｅ

年
賞

’
も
　

り
　

ょ
Ｌ
か
ず

○
金
　

賞
・
丹
　

藤
　

香
　

織

○
踉
　

賞
・
東
　

沢
　

ま
さ
み

長
谷
川
　

け
　

い

○
銅
　

賞
・
藤
　

本
　

め
ぐ
み

武
　

井
　

ま
リ
子

沼
　

田
　

貴
　

光

青
　

木
　

み
　

ほ

Ｏ
佳
　

作
・
小
　

松
　

ち
え
子

佐
々
木
　

ち
づ
子

束
　

沢
　

か
ず
み

▽
二
年

○
特
　

賞
・
中
　

川
　

貴
世
仁

○
金
　

賞
・
吉
　

崎
　

え
み
こ

○
銀
　

賞
・
吉
　

田
　

み
お
こ

伊
予
部
　

光
　

子

○
銅
　

賞
・
武
　

井
　

友
　

克

三
　

上
　

ま
さ
子

青
　

木
　

潤
　

子

室
　

谷
　

知
香
子

〇
佳
　

作
・
藤
　

田
　

み
　

き

久
　

慈
　

裕
　

子

高
　

田
　

す
す
む

武
　

井
　

友
紀
子

中
　

村
　

た
か
子

▽
三

年

○
特
　

賞
・
長
谷
川
　
　
　

功

Ｏ
金
　

賞
・
七
　

戸
　

浩
　

子

〇
銀
　

賞
・
森
　
　
　

三
奈
子

森
　
　
　

順
　

治

○
銅
　

賞
・
藤
　

本
　

由
加
子

東
　

沢
　

淳
　

一

中
　

川
　

ち
か
子

下
　

山
　

し
ず
か

川
　

内
　

明
　

子

〇
佶
　

作
　

田
　

中
　

ひ
ろ
み

藤
　

本
　

祐
　

昭

武
　

井
　

康
　

仲

森
　
　
　

悦
　

子

▽
四

年

○
特
　

賞
・
坂
　

本
　

能
婦
子

○
金
　

賞
・
中
　

村
　

幸
　

伯

Ｏ
銀
　

賞
・
武
　

井
　

ま
ゆ
み

長
谷
川
　

七
　

重

Ｏ
銅
　

賞
・
小
　

鹿
　

麻
　

美

工
　

藤
　

ま
ゆ
み

古
　

川
　

み
ゆ
き

青
　

木
　

昭
　

子

工
　

藤
　
　
　

徹

○
佳
　

作
・
森
　
　
　

幸
　

子

青
　

木
　

靖
　

子

稲
　

葉
　

な
ほ
こ

越
　

田
　

尚
　

子

坂
　

本
　

清
　

子

八
　

戸
　

美
　

穂

▽
五
年

〇
特
　

賞
・
森
　
　
　

千
加
子

Ｏ
金
　

賞
・
室
　

谷
　

真
由
美

○
銀
　

賞
・
武
　

井
　

ふ
み
よ

佐
　

井
　

孝
　

子

○
銅
　

賞
・
杉
　

田
　

栄
　

子

八
　

戸
　

奈
津
子

武
　

井
　

雅
　

子

佐

々
木
　

美
由
起

○
佳
　

作
・
貪
　

谷
　

恵
美
子

細
　

谷
　

忠
　

彦

小
　

松
　

京
　

史

▽
六
年

〇
特
　

賞
・
七
　

戸
　

祥
　

子

○
金
　

賞
・
最
　

上
　

加
津
留

○
銀
　

賞
・
小
　

野
　

い
一
づ
み

越
　

田
　

稲
　

子

坂
　

夲
　
　
　

敦

○
銅
　

賞
・
中
　

川
　

信
　

明

八
　

戸
　

美
枝
子



１ ０みんなで考えよう省エネルギー

海
浜
浸
食
の

解
消
を
め
ざ
し
て

玉
松
海
岸
で
階
段
式
堤
防
の

工
事
始
ま
る

玉
松

海

岸
は
昔

か

ら
白
砂

景

勝

の
坤

で
あ

り
、
海

水

も
清

澄
で

自

然
味

の
あ

ふ
れ
た

と

こ
ろ
で

す

。

し

か
し

、
今

の
海

岸
線

は
従
来

の
海

岸
線

に
比
べ

て

、
約
5
0
m
～

6
0
m
程
海

浜
の
浸

食
が

進

ん
で

い

ま

す
。
周

辺
に

は
児
童

館

、
公

民

館

、
公

園

な
ど

の
施
設

や

防
潮

林

（
松

並
木

）
か
お

り

ま
す
が

、

こ

れ

ら
も
越

波
の
危

険

に
さ

ら
さ

れ

て

い

る
状

態
で

す

。

ま

た
当

海
岸

は
海

水
浴
場

と

し

て

も
知
ら

れ

て
い
よ

す
が

、
最

近

は
海

浜
の

浸
食
で

砂

浜
が

少
な

く

にら
っ
て

い
ま

す
。
波

打
ち

際
に

は

ゴ

モ
ク
が

打
ち

あ
げ

ら
れ

て
、

海

水

の
汚

れ
も
目

立
っ

て

い
る
状

態

で

す

。

こ
の
よ

う
な

状
態

も
階

段
式

堤

防
が

完
成

す

れ
ば

、
か
な

り
解

消

さ

れ

る
も
の
と

期
待

さ

れ
て

い
ま

す

。
○階段 式 堤防 の断 面略 図

○
あ
か
り

■

使
わ
な
い
所
の
電
気
は
ま
め
に

消
し
ま
し
ょ
う
／

電
灯
や
蛍
光

灯
を
明
る
く
す

る
に
は
、
ぽ
こ

り
な
ど
の
汚
れ

を
落
と
し
、
な

る
べ
く
低
く
つ

り
ま
す
。
汚
れ

が
ひ
ど
い
と
明

る
さ
が
二
〇
％

程
度
落
ち
ま
す

し
、
高
さ
が
二

し

て

い
ま
す

か

。
テ
レ

ビ

は
つ
い

、

つ

け

っ
放

し

に
し
が

ち
で

す

。
手

ま

め
に

消
し

ま
し

よ
う

。
ま

九
瞬

間

受
像

式
の

テ
レ

ビ
で

ス
イ

ッ
チ

を

切

っ
て
も
五

～
一
〇

ワ
ッ
ト

の

電
気

が
使

わ

れ
て

い

る
も
の
が

か

な

り
あ

り
ま

す

。
夜
お

や
す

み
の

時

、
外

出
の

時
な
ど

は

プ
ラ

グ
を

コ

ン
セ

ン
ト

か
ら

抜
く

か
、

メ
イ

ン
ス
イ
ッ
テ
を
切

る
か
し
ま
し

よ
う

。

誰
も
見
て
な
い
時
テ
レ
ビ
を
消

洗
た

く
で

一
番

水
を

使
う

の
は

、

す
す

ぎ
で

、
全

体
の

約
八

〇
％

で

す

。
す

す
ぎ

の
前

に
脱

水
し

ま

す
と
洗

た

く

も
の

の
洗

剤
を

ふ
リ

切
っ

て
し

ま

い
ま
す

の
で

、

ア
イ
ロ
ン
は
、
ま
と
め
て
一
気

に
か
け
る
の
が
上
手
に
使
う
コ
ツ

で

す
。

絹
も
の
、
ハ
ン
カ
チ
、
化
廿
ん
類

は
一
番
最
後
に
し
て
余
熱
を
利
用

し
ま
し
よ
う
。

す
す
ぎ
時
間
が
約
半
分
で

す
み
、

と
て
も
経
済
的
で

す
。

○
ア
イ
ロ
ン

ー
ア
イ
ロ
ン
が
け
は
、
ま
と
め

て
／・

○
洗
た
く
機

■
す
す
ぎ
の
前

に
脱
水
し
ま

し
ょ
つヽ
／

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
五
番
目
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
－

と
い
わ
れ
ま
す
。

石
油
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
、
原

子
力
に
次
ぐ

’
第
五
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
‘
と
い
う
わ
け
で

す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

第
五
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

■

照
明
器
具
は

い
つ
も
き
れ

い
に
／・

○
テ

レ
ビ

■

テ

レ

ビ
は
見

る
時

だ
け

に
／・

蛍
光

灯

は
効
率

が
と

て

も
よ

く
、

同
じ

明

る
さ
を
得

る
の
に
、
白
熱
灯

の
約
三

分
の
一
の
電
力
で

す
み
ま
す

し
、
弃
命
も
ご
〒

五
倍
で

す
。
蛍
光
灯

の
取
り
替
え

は
二
年
が
目

や
す
で

す

。

」
蛍
光
灯
は
う
ま
く
利
用
し
ま
し

分
の
一
に
な
れ
ば
明
る
さ
は
四
倍

に
な
り
ま
す
。

みんなで考えよう

冬の省エネルギー



保 健婦 メ モ囗

〈
国
保
税
は
、
あ
な
た
が
国
保
か

ら
受
け
る
お
金
に
比
べ

る
と
は
る

か
に
低
い
〉

あ
な
た
は
ど
れ
く
ら
い
お
医
者

さ
ん
に
か
か
り
ま
す
か
。
昭
和
五

十
三
年
度
で

は

１
ヵ
月
間
に
村
民

の
二
人
に
一
人
は
医
者
に
か
か
っ

て
い
る
勘
定
で

、
そ
の
一
回
の
医

療
費
は
平
均
一
万
円
を
超
え
て
い

ま
す
。

あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
に
国

保
が
支
払
っ
て
い
る
費
用
は
、
平

均
で

年
間
二

十
九
万
円
そ
れ
に
対

し
て
国

保
税
は
平
均
十
万
円
で
す
。

国
保
に
は
み
な
さ
ん
が
納
め
て

い
る
国

保
税
の
二

倍
近
く
の
お
金

が
、
国
か
ら
補
助
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
保
税
は
年
々
高
く
な
っ
て
い
よ

す
が
、
国
保
が
あ
な
た
に
支
払
っ

て
い
る
費
用
に
比
べ

る
と
決
し
て

高
く
な
い
は
ず
で

す
。

〈
国
保
税
は
医
療
費
が
多
く
な
れ

ば
そ
れ
だ
け
高
く
な
る
〉

国

保

税
は
住

民
税

と
ち

が

い
、

国

保
か

ら
支

払
わ

れ

る
医

療

費
に

応
じ

て

決
り

ま
す

。
国

保
税
が

年

々
高
く

な
っ

て
い

く
の

は
、

み
な

さ

ん
が

使
う
医

療
費

が
ど

ん
ど

ん

増
え

て
い

る
か
ら
で

す

。

み
な

さ
ん
が

自

分
自
身

の

健
康

に

よ
く

注
意

し
て

、
病
気

に

か
か

ら

な
い

よ
う

に
す

れ
ば
国

保

税

も

安

く
な

り
ま

す

。

〈
老
人
医

療
は

ぽ
ん
と

う

に
無

料

で

し
ょ

う
か
？

〉

お
年

寄
り

は
お
金

を

窓
口
で

支

払
わ

な
く

て

も
お
医

者

さ
ん

に
か

か

れ
ま

す

。
で

も

誤
解

し
な

い
で

下

さ

い
。

そ
の
医

療
費

の
大

部
分

は
、
み

な
さ

ん
の
国

保

税
の

か
か

か

ら
支

払
わ

れ
て

い
ま

す

。

お
年

寄
り

の
医

療
費

は
大

き
な

額

に
の

ぼ

っ
て

い
ま
す

。
昭

和
五

十
三

年
度

の
お
年
寄
り
の
医
療

費
は
、

一
人
当
り
平
均
で
年
間
二
十
四
万

円

で
す
が
、
こ
れ
は
お
年
寄
り
以
外
の

人
の
四

倍
に
あ
た
り
、
国
保
全
体
の

費
用
の
約
二
十
五
％
が
お
年
寄
り
の

医
療
費
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

。

お
年

寄

り
の
人

口

は
ま

す
ま

す

増
え

て
い

く
見

込
み
で

す

。

そ
れ

に
応
じ

て

増
え

続
け

る
医

療
費
を

ど

う
や

っ

て
賄

っ
て

い
く

か
が

、

将
来

の
大
き

な

課
題
と

な

っ
て

い

ま
す

。

こ

の
よ

う
な

理
由
で

、

昭
和
五

十
五
年

度

も
国

保
税

は
高

く
な

り

ま
す
が

、

み
な

さ
ん

の
ご

理
解
を

お
願

い
し

ま
す

。

マ

マ
が
心

配
す

る

赤

ち

ゃ
ん

の

か

ら
だ

の

状

態

○
ひ
ど
い
汗
っ
か
き
。

その ２

赤
さ
や
ん
の
汗
の
で

る
腺
は
大

人
の

Ｉ
〇
倍
。
泣
い
た
り
、
お
っ

ぱ
い
を
飲
む
と
体
温
が
あ
が

る
。

そ
れ
を
調
節
す
る
た
め
に
い
っ
ぱ

い
汗
を
か
く
。
体
を
ふ
い
て
や
り
、

着
替
え
を
し
な
い
と
体
が
つ
め
た

く
な
る
。

モ

国
保
税
は
ほ
ん
と
う
に
高
い
で
し
ょ

う

－

保

健

婦

メ
一
年
半
奥
て
に
自
然
に
治

る
も

の
も
多
い
。
上
か
ら
押
え
て
も
、

押
え
な
く
て
も
同
じ

。

○
や
ぶ
に
ら
み
か
ど
う
か
。

一
年
半
毒
て
に
自
然
に
治
ら
な

か
っ
た
ら
眼
科
へ

。
た
だ
し
、
す

ぐ
に
は
手
術
し
な
い
で

様
子
を
み

て
か
ら
処
置
す
る
。

○
頭
が
い
び
つ
で
あ
る
が
大
丈
央

か
。一

才
頃
ま
で

に
自
然
に
恰
好
が

よ
く
な
る
。
ほ
と
ん
ど
寝
て
ば
か

リ
い
る
二
上

二
ヵ
月

の
赤
ち
ゃ
ん
で

は

珍
ら
し
い
こ
と

で

は
な
い
。
体

全
体
の
向
き
を

と
さ
ど
き
か
え

で
や

る
よ
う
。

須
の
恰
好
と
知

脳
と

は
無
関

係

。

○
頭
に
フ
ヶ
の
か
た

ま
り
が
で
き
た
。

ホ
ウ
酸
亜
鉛
華
軟
膏
を
ぬ
っ
て

み
て
下
さ
い
。
入
俗
さ
せ
る
と
柔

か
く
な
り
落
ち
て
く
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
で

も
き
れ
い
に
な
ら
な

け
れ
ば
皮
膚
科
へ

。
決
し
て
無
理

に
は
が
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

○
お
し
め
カ
ブ
レ
は
な
お
ら
な
い
。

薬
を
つ
け

る
よ
り
も
原
因
を
除

く
こ
と
。
お
し
め
の
す
す
ぎ
は
充

分
や
る
よ
う

○
出
べ
そ
を
治
し
た
い
。

皮
膚
の
炎
症
だ
か
ら
化
膿
し
て

い
な
け
れ
ば
心
配
は
な
い
。
押
え

て
膿
が
で

る
よ
う
な
れ
ば
皮
膚
科

へ

。

○
オ
チ
ン
チ
ン
の
先
が
赤
く
な
っ

た
。

や
脂
肪
の
つ
き
具
合
で
曲

つ
た
よ

う
に
見
え

る
も
の
。
気
に
な

る
な

ら
整
形
外
幵
て
み
て
も
ら
う
と
よ

い
。

足

は
外

側
の

筋
肉

赤

さ

や

ん

の

と

大

抵

は

正

常

。

ト
ゲ

ン
を

と
る レ

ン

よ

う

だ

。

曲

っ
て

い

る

○
あ
し
が
Ｏ
形
に



１ ２こ せ きの まど ぐち

あ
な

た
の
タ
イ
ヤ
は
大
丈
夫
？

運
輸
省
で

は
、
摩
耗

タ
イ
ヤ
に
よ

る
ス
リ
ッ

プ
事
故
を
防
止
す
る
た

め
に
「
タ
イ
ヤ
の
摩
耗

限
度
」
を
設
定
し
、
昭

和
五
十
四
年
十
二
月
一

日
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。一

般
道
路
を
走
る
場

合
の
、
タ
イ
ヤ
の
種
類

別
摩
耗
限
度
－

溝
の
深

さ
の
限
度
―
は
別
表
の

通
り
で

す
。

こ
の
「
摩
耗
限
度
」

の
設
定
に
よ
っ
て
、
限

度
以
下
の
タ
イ
ヤ
を

使
用
し
て
い

る
車
は
車
検
が
不
合
格
に
な
る
の

は
も
と
よ
り
、
道
路
交
通
法
に
よ

る
整
備
不
良
車
両
運
転
禁
止
違
反

と
な
り
、
違
反
点
数
は
一
点
で

、

反
則
金
は
六
千
円
に
な
り
ま
す
。

ま
九
、
高
速
道
路
を
走
る
場
合

は
、
一
般
道
路
に
比
べ
て
制
動
距

離
（
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
か
ら
停

タ イヤ の摩 耗限 度
(一jl殳道路ｊ

止

す

る
ま
で

の
距

離

）

も
長

く
、
横

す
ベ

リ
な

ど

、
不
慮

の

事
故

を
招

く
恐

れ
も
多

い
の
で

、

タ
イ

ヤ
の
摩

耗
に

は
十

分

注
意

し
て

く
だ

さ

い

。

乗
用
車
用
タ
イ
ヤ

軽
ト
ラ
ッ

ク
用

タ
イ
ヤ

小
型
ト

ラ
ッ
ク

用
タ
イ
ヤ

ト
ラ
ッ
ク
及
び

バ
ス
用

タ
イ
ヤ

ニ

輪
自
動
車
用

タ
イ
ヤ

タ
イ
ヤ
の
種
類

↓
　

一
　・
六
ミ
リ

〇

・
ハ

ミ
リ

溝
深
さ
の
限

度

タ
イ
ヤ
の
交
換

時
期
は

ス
リ
ッ
プ

ー
サ

イ
ン
で
判
断
を

タ
イ
ヤ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

こ
」

れ
以
上
す
リ
減
る
と
危
険
で

す
よ
‘

と
い
う
摩
耗
限
度
を
知
ら
せ

る
ス

リ
ッ
プ

ー
サ
イ
ン
が
つ
い
て
い
ま

す
。

こ
の
ス
リ
ッ
プ

ー
サ
イ
ン
は
、

溝
の
中
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
設
け

ら
れ
て
い
る

。突
起
物
乙
で
、
こ

の
部
分
奥
で
タ
イ
ヤ
が
摩
耗
す
る

と
部
分
的
に
溝
が
な
く
な
り
、
夕

イ
ヤ
交
換
の
時
期
を
知
ら
せ
る
わ

け
で

す
。

ち
な
み
に
。
乗
用
車
の
新
品
夕

イ
ヤ
の
八
～
九
ミ
リ
の
溝
か
一
・

六
ミ
リ
に
な
る
の
は
、
走
行
距
離

が
三
万
五
千
～
四
万

牛
口
が
一
つ

の
目
安
で

す
。

戸
籍
の

窓
口

藤
田
　
　
　

恵

氛
乃
晴
・
長
女
）

木
浪
　
豊
　
志
（
久
男
・
三
男
）

吉
崎
　
梨
　
絵
（
達
志
・
長
女
）

武
井
　
洋
　
介
（
秀
敬
・
長
男
）

藤
本
　
　
　

勉
（
好
司
・
二
男
）

坂
本
　
貞
　
穂
（
勝
教
・
長
男
）

川
島
　
麻
利
子
（
勝
利
・
長
女
）

山
舘
　
裕
　
之
（
稔
　
・
長
男
）

張
間
　
正
　
憲
（
市
郎
・
二
男
）

飯
田
　
春
　
香
（
政
孝
・
長
女
）

山
館
　
佑
　

輔
（
啓
悦
・
長
男
）

古
川
　
美
貴
子

へ
武
道
・
三
女
）

佐
井
　

由
　

滋

（

広
㈲

）

（

福
田
　

範
　

子

（

郷
沢

）

飲
田
　

慱
　

光

（

㈲
辺
地

）

（

上

寿

子

（

青
森
市

）

福
井
　

文
　

明
（

郷
沢

）

（
笠
井
　

美
知
子

（

弘
前
市

）

稲

葉
　
　
　

誠
（

阿
弥

陀
川

）

（
四

谷

真
由

美
（

青
森
市

）

張

間
　

憲
　

夫
（
長

科

）

（
名

古
屋

雪
　

子

（

青
森
市

）

柿

崎
　

敏
　

範
（

青
森
市

）

（
山

本
　

恵
　

子

（
蓬

田

）

花
岡
　

喜
　

清

（
三

重
県

）

（
若
林
　

京
　

子

（

広
㈲

）

工

藤
　

光
　

雄

（
長

科

）

（
石
岡
　

よ
り
子

（

青
森
市

）

田
中
　
　
　
　
一
　（
蓬

田

）

（
田

村
　

文
　

汪
（

東
京

都

）

稲

葉
　

年
　

衛
（

高
根

）

（
山

口
　

聡
　

子
（

青
森

市

）

三

上
　

昭
　

雄
（

中
沢

）

（

菊
地
　

弘
　

子

（
三

厩

村

）

佐
藤
　

近
　

吉

（
平

賀
町

）

（
福

田
　

容
　

子

（
郷

沢

）

相
内
　

勇
三

郎

（
今
別

町

）

（

坂
本
　

五
　

月

（
中

沢

）

古
川
　

鉄
　

彦

（
常

盤
村

）

（
三

上
　

明
　

子

（
中

沢

）

尾

林
　
　
　

登
（
東

京

都
）

（
吉

崎
　

三

枝
子

（
蓬

田

）

●
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

工

藤
　

ソ
　

ヨ
　
8
0
歳
　

広
瀬

久

慈
　

牛
　

サ
　
8
0
歳
　

瀬
辺

地

田

中
　

み
ち

江
　
6
3
歳
　

広
瀬

木

村
　

喜
　

一
　
7
1
歳
　

瀬
辺

地

武

井
　

勇
　

治
　
4
5
歳
　

蓬
田

久

慈
　

勝
　

美
　

回

成
　
広

㈲

八

戸
　

さ
　

な
　
7
5
歳
　

阿
弥
陀
川

タイヤの摩耗限度を設定

世

帯
数
　

一
、
〇
一
一

（
人
　

囗
　
四

、五

六
〇

）

（

十
二
月

末

現
在

）

市
町
村
名
は
本
籍
の
表
示
で

す

十
一
・
十
二
月
受
付
分

●

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

●

ご
結
婚
お
め
で

と
う

ご
ざ
い
ま
す

津
島
　
弘
　
行
（
蓬
田
）

（

林
　
　
美
智
子
（
浪
岡
町
）

會
谷
　
敏
　
文
（
阿
弥
陀
川

）

（
藤
森
　
景
　
子
（
弘
前
市
）

茂
内
　
　
　

進
（
秋
田
県
）

（

吉
田
　
盍
　
美
（
広
瀬
）

永
沢
　
　
　

猛
（
長
科
）

（
加
藤
　
ひ
と
み
（
青
森
市
）

林
　
　
治
　
郎
（
東
京
都
）

（
青
木
　
累
美
子
（
蓬
田

）

武
井
　
豊
　

治
（
蓬
田

）

（
渡
辺
　
弘
　
千
（
福
島
県
）
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